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緒 言

1925年 を境に し,ハ イゼ ンベル グ を 中心 と して物 理

学は大 きく書き変え られ た。 それ までの物理学 は人間を

離れて存在 したが,今 後 は人 間の知 り得ないものを知 ろ

うとするのでな く,知 り得 る ものを もとに して物理学 を

打ち立てて行 く方向 に変 った のであるか ら,物 理学 のな

かに人間が入 りこん できたのである。

理科教育 も同様に人間 との関係において考 え られ るよ

うにな った。 しか しそれ な らば,人 間 とは何か,つ くろ

うとす る人間は どん な人 間なのか,ま たつ くろ うとす る

人間の どんな ところ に理科教育が位置す るか はい まだに

一向 に解明 されてい ない。従 って理科教 育の 目的及び教

育の 目的は何か,ま た入 問づ くりとい うも どん な人間 を

つ くるのか と尋ねて も判 然たる根拠 を もった回答 が出て

きに くい。 この原因 は戦後 の教育 がその 目的 を喪失 して

か ら専 ら教育方法の研究 を行 ない,む つ か しい普遍性 の

目的論 を敬遠 した ことにある。教育混乱 の一原 因もここ

にある と思 われ る。

私 は理科教育の構造 を研究 している うちに,理 科教 育

の 目的 と教育の 目的 とを構造 の上 か ら把 えるこ とができ

た と思 うので,こ こにこれ を発表 して批 判を得 たい。

現代教育の一欠陥

教育の体系化の試み 現代教育 の最 大欠陥は人 間づ く

り意識に欠けてい るこ とである と思 う。 そこでその研 究

の前段階 として,教 育 を 目的 と手段 とに分け,手 段 を 目

標 と方法 とに分 け,方 法 をさ らに,場 と教材 と指導 との

3つ に分類系統化 してみ た。

方法 とは一定の 目標 に達す るための道 であ り,行 動

であ り,技 術である。現在政府が予算 を支 出してい るの

は,ほ とん どこの方面で ある。

目標 ある 目的に達す るた めの 目やす である。従 って

一つの 目的に対 してい くつか の目標 が設定 されて も差支
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えない。何 れに して も,こ の 目標は 目的に到達す るため

に設定 され た手段の一部に属す るもの と考 える。

手段 目やす を持 った技術で ある。 ある 目的 をとげ る

ため に用い られ るもので ある。

目的 価 値 ・善な るもの,か くあるべ きな どの世界 で

あ り,到 着の世界で あるか,ま たは結果的 に到着不可能

でも到着 しよ うとす る世界 でもある。 また この教育 目的

は人間の本 質か ら考 えられた理想的人間像そ のもので も

あるはずであ る。高度社会適応 ・公徳心 ・知識技能 とい

うも,こ れ はあ る目的に達す るための手段で ある。真の

人間育成 目的は人間 の本質 の裏づ けをもった理想的人間

像その もので ある。

以上の よ うに考えて くると,現 在の教育は人づ く りの

目的,す なわち教育の 目的の部分が大 きい空洞に なって

い るの に気がつ く。

人間本質の構造図式

人間の本 質 については,種 々の分類や説明が行 なわれ

てい る。例えば これ を,① 実生活__実 用的方面,② 合

理性__科 学的 個別 的方面,③ 精神性..._統 一性 の 方

面,④ 実存 性__現 在の生活面の4つ に 分類す る考 え

方 もある。 集

私は人間の本質 を,人 間

の性質 と発達囎 の2方 面

か ら把 えて これ を図式化す

ることを試みて1図 人間の

本質の図式 概念 を得た。

・・ 第一次本質 ・ 図の

中心円の部分で,最 も原始 合
1図 人間本質図式概念図的な性 質の領域

,人 間 と動

物 と共 通的な もので,人 間は これだけで も生 きて行かれ

る。

2・ 第二次本質 第一次 円を包む部分 で,人 間の人間

らしさを表 わ し始 める部分 で原 始人類や単 独人間に も見

られ る性質 である。

以上 の第一次 と第二次 とを合 せて私 は これ を内皮 とい

うことにす る。
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3・ 第三次本質 外皮 と称す る部分 で,人 間が人 間関

係 を形成 した ときに発生 した もの と思 われ る。 内皮 は人

間 の極 めて本来的 のものであるが,外 皮 は外的条件や環

境 に支配 されやす く,教 育 によ りその厚み を厚 くす るこ

とが できるものである。

4・ 上半 と下半 この図は緯線 によって 上半 と下半 と

に分け る。下半は個人的の方向 を持つ領域 で,上 半 は集

団的の方向 を持つ面であ る。 この2方 向は 対立す るも

のでな く,図 の よ うに第一次か ら第二次本質 を通 じて相

対 的に変化す るもので ある。

5・ 右半 と左半 右半は 人間 の 深淵的方 向面 で あ り,

精神的面であ る。左半は人間の合理的方向面であ り,物

的外的面であ る。

6・ 人間本質の構造化の試み 私 は この構造図式の各

領 域にそれぞれ 人問の本 質 を記入 して,本 質の類型化 と

本質 の調和的発 達方途の解 明 を試み よ うと した の で あ

る。

7・ 教育目的把握の方途 教育の 目的は どのよ うに し

て立て られ るのかは,ま だ明 らかに されてお らず,日 本

では在来は国家 の要求によって行 なわれてきたが,本 来

は社 会的の要求 と人 間の 本質 面 よりの 要求 との2方 向

か ら決定すべきであろ う。

一 方前記構造 図式 のなかで
,教 育の環境 において到着

させ よ うとす る部 分は,諸 領域 を通過 して到着 した外皮

左側部分 である。 だか ら教育 目的 は外皮 の左側下 半 と上

半お よび 両者の 関係の3項 目に す るか,外 皮左側 上半

の項 目に絞 って 目的設定をすれば よい とい うこ とが考え

られ る。

なお この図式 において,各 領域 はそれ ぞれ単独 に存す

るの でな く,内 方 か ら外 方に,ま たそれ ぞれが前後左右

に漸次的 にも発展 的に も複雑 にか らみ 合 って い る の で

ある。

人間本質の分類と構造

人間本質 を完全 に分類す るこ とは困難 で あ る と 思 う

が,私 は前記構造 図式 か ら8つ に 分類 してみ た。 その

相互 関係を2図 に示す。

1・ 感覚性 単細 胞 動物は

1個 の 細胞 で1個 の 生命 を

維持す るすべ ての生理作用 を

持 ってい る。環境 の変化が刺

激 にな り,感 覚が 成立 し,興

奮 を起 し,生 活反 応が現われ

る。 この基本的生 活機能は人

間の場合 も同一 で,こ れ は人2図 人間の本質図式

問 の最 も基本的 な性質 である。

2・ 感情性 は人間 の諸行動 を強 く支配す るもの であ

り,こ れ を除いては人間 を考え られない。科学教育 にさ

え人間が入 り込ん だ今 日,感 情性 を抜 きに して教育 目的

はあ り得ない。感 覚は生 理的方面であ るが,こ れは心理

的方面であ る。

3・ 信仰性 宗教 を信ず ると信 じない とに かかわ らず

人間はその性質 として信仰性 を心の重 要部分 として持 っ

ている。 それ は科学が どんなに発達 しよ うとも変る こと

のない人間の本 質である。

4・ 思考性 感覚性 と対 立す る もので,人 間の 合理性

の面 であ り,人 間の意識世界 が進むにつれ て発達す る。'

5・ 人間性 人間の内なる動 物性 と区分 され る個 人的

の精神的諸特性 の総体で あると したい。人間 が善 でも悪

でもない と仮定す るならば,人 間性その もの は善で も悪

でもない。人間性 は人間 に人間 ら しさを与 える要素 の1

つ であろ う。'

6・ 社会性 個人性 と対立す るもので,社 会的人間性

とも言え る。 もともと人間 とは人間 との関係 において あ

るもの とす るな らば,価 値の究極的根拠が入間の個人の

なかにあ るので な く社会性の なか にあると い う こ とに

なる。

7・ 歴史性 人間 の過程 を時問的過程 におい て 把え よ

うとす るのは人間の本 質であ る。人間はその本 性 として

多分に歴史的世界 をもってお り,物 の本性 をその発展変

化の うちに把え よ うとす る。事実 人間 自体 は歴 史的存 在

であ る。 こうした歴史性か ら人問の習俗が生まれ,人 間

文化が発展 した とも言え よう。 しか しなが ら教 育め 目的

には,こ の歴史性 は等閑に付せ られ てあったではなかろ、

うか。

8・ 環境性 生命は環境のなかに発 生 した。 環境 の流

れに流 され るもの 自体が生命 である ともい える。 だか ら

人間の性質 のなかには環境 と関係す る本質 的な ものが多

分にあるはずである。

目的世界へ統合のため選ばれた人間本質の要素

前記8つ の人 間本質 には,そ れぞれ 幾つか の 要素 を

もって いる。 各要素 に軽重 をつ けることは できないが,

人間が統合体 であるか ぎ り,1つ の 目的観確 立のために

は,そ のある要素 を選び出す ことは必要であろ う。

人間 の本質が価値 の外 のものであるとす るならば,そ

の選び 出された要素は善で も悪で もな く+と 一 の相対

面 を持つ はず である。

私の抽出 したの は次の8要 素であるが,そ の前後左右

上下 の関係 は3図 によって判 明す るであろ う。
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1・ 調和性 と非調和性 生

命現象 は恒常性 と変化性 の交

互作用 である と言 うことがで

きる。恒 常性 を認 め た と い

うこ とは変化性 を認 めた こと

であ り,両 者 は相対 関係にあ

る。恒常 は調 和を意 味 し,非

調 和は変化 を意味す る。

2・ 感情の移入性 と閉鎖性 感情 自体 の類型 には種 々

のものがあるが,そ れ らの感情 の処理 方式 において,そ

の感情 を他 に投 入す るのでな く自己内に閉L'こ めてお く

場 合 と,他 人の感 隋が 自己感 情に投入 されて他人 と同一・

感情 になる場 合 とがあろ う。 前 者を 感情 閉鎖性 といい,

後者 を感情移入性 とい う。愛憎 とい う感 隋は感情の移入

と閉鎖に よって現われた もので ある。

3.理 想性 と盲 目性 われわれはあ る権威に対 して信

仰性が働いて 目常の行動が行なわれてい る。 カ ミソ リの

刃 をノ ドブエにあて られて も,そ れが理髪屋 とい う権威

に信仰性 をもつか ぎ り静かに 目を閉 じてい る。 これ を合

理的権威性 といい,こ れが集積 されて一つ の好 ましき方

向 の可能性 を信 じた場合 を理想性 とい う。人 間づ くりを

い う場合 には信仰性 による,こ の理想性 が 重 視 さ れ よ

う。 また一方 に非合理性権威 も存在す る。 この行為へ の

現 われが盲 目性 であ り,宗 教的場面 におい て は 迷 信 に

なる。

4.合 理性 と非合理性 とは人間の本 質である ことは

言 うまで もない。思 考性 の中核 をな してい るものが,合

理性 と非合理性であ る。

合理 とは雑多のなかの法即 であ り,道 理に従 ってい る

こ とで,合 理性 は合 理精神を生ずる。合理精神は物事は

みな道 理に従 っている ことを認め,そ の道理 を明 らか に

し,ま た道理に従 って物事 を判断処理す る心 をい うので

あ る。非合理性は衝動的 ・感情的 ・興味的 の方向面の も

のであ る。

5.人 間性 と非人間性 ここでい う人間性は動物性 に

対 す る広義の人間性で な く,非 人間性 と相対 関係にある

狭義の人間性 をい う。人 間性 の要素には い ろ い ろ あ る

が,そ の うち に 人 間 の心 のなか に人間 らしくしよ うと

い う面 と,相 対 なものに動物的 に しようとする面 とがあ

る。後者 を非人間性 とい う。

6・ 社会性 と非社会性 広義 の 社 会性の1つ の 要素

に,互 い に相対関係にある社 会性 と非社会性があ るはず

で ある。

76現 代性 と非現代性 歴吏性のなかに古典的な もの

に あ こがれ よ うとす る場合 と,将 来 を予想 し,そ の理想

的な もの を見つ めて現在 に対処 しよ うとす る立場 とが あ

る。後者 を現代性 とい う。

8・ 順応性 と環境変革性 環境性の なか には,'そ の環

境 に順応 しよ うとす る性質 と,環 境 に逆 らお うとす る非

順応性 とが ある。 また環境 をある 目的 のも とに変革 しよ

うとす る性 質 もあ る。

以 上8つ の要素につ いて述べ たが,こ れ は皆 十 の面

と 一 の面 とを持 っている。そこでこの+の 面 を何かの

方法に よって現われ るよ うに し,そ のそれぞれが調和的

に顕現 された ものが,理 想的の人間像であ り,ま たそれ

が教育の 目的 に外 ならないで あろ う。

教育の目的をどう把えるか

1・ 目的論 の貧 困 現代教育の驚 くべ き 弱 点 と混 乱

は,終 戦後 におい て教育の 目的論 に取 り組 む とい う最 も

困難 にして,最 も大切 な方面 を敬遠 し,も っぱ ら教 育の

手段 と方 法の完成 に執着 し,そ の手段 方法 を 目的に導 く

点 に不足 していた事 による と前記 した。 どんな社会 をつ

くるのか,ど んな人間をつ くるのか,そ の教育 目的の研

究 を混 乱の うちに放任 しておいては,ど んなに方法が発

達 して も結果は混迷 しかあ り得ないだろ う。

2.目 的の条件 目的 とは行 為を規 定 し方向づ けをす

るもので,価 値 自体 の場合 もあ るが,こ れ は窮極 目的 に

属す る。 しか し教育 とい う理想 を追 う立場 にあって は宇

宙 を支配す るものへの解明 と接近 とい う目的 もあるだろ

う。 これ を超越 目的 とい う。教育の 目的は この両面 を具

えるべ きであろ う。

また教育 目的 は社会の もので ある以上,社 会面 よ りの

要求 もあるとい うこ とは当然 であ り,民 主主義社会 の形

式 とい うのは社会的 要求 の1例 と言 えるだろ う。

目的 は人 間の要求 され る ものである以上,そ の 目的達

成 の効果 を有 効に させ るには,人 間の本 質の上に立 った

目的構成 を考える ことが教 育上においては最 も考え なけ

れば な らぬ点であ り,在 来の盲点が ここに あった と思 わ
＼

れ る。

3.人 間の本質か ら把 えた教育 目的の要 素 教育 の 目

的は選ばれた 目的要素が 各個人の身 に つ くこ とである。

身につ くとはその個人が何等特別の努力 を払 うこ とな く

自己の行為 を規定 し方 向づ けをして 目的要 素に到達 でき

るよ うになった世界 をい うので ある。 その 目的世 界到達

は人間 の本質全部 それ ぞれ の上 に言 われ,ま たそのそれ

ぞれが互い に調和 され たものでな くてはな らない。

私 の言 う,人 間本質 の上に立つ教育 目的要素は,前 記

の人間 の本質 か ら導き出 され る。 目的世界 とは 目的の到

達 され た世界 をいい,本 来の 目的は,こ の世界に到達す
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るこ とである。

1・ 調和世 界 近頃 の人間

はとか く外部 の刺激,つ ま り

広義 の環境 と人 間 との交互作

用 において分極作用が激 し く

な って困 った世相 になってい

るが,そ の よ うなことでな く

生理作用において も精神作用

において も人間本来の本 質で

ある調和作用を復興させて極端なる分極作用のない世界

を調和世界という。この世界は投射共感の世界とうら腹

の関係を保持する。

調和世界へ到達の接近過程は感覚性を基底において,

環境より受けたものを中心にし,個 人の行動の断片的な

経験による内容拡大が行なわれ,感 覚がら知覚 ・認識を

経て,つ まり経験蟻 によって調和世蛎 段階に昇粥

るであろ う。 この世界}とは真理 ・知識 ・客観 性な どの手

段 が重視せ られ る。

2・ 投 射共感世 界 他 の個 と同一感 の世界 は何 んと美

しい こ とであ ろ うか。 これは感 情移入 によって接近 され

る。 この作用は快感 ・愛 陦を基幹 として,直 感 ・洞察が

働 き,そ こか ら 共感作用が起 き,感 情移入が 行なわれ,

人の苦 しみは 自分の苦 しみの ように感 じ,こ こに投射共

感 の世界が形成 され る。世界平和 ・自然愛好は投射共感

の世界 を目的 とす る手段 と解釈 したい。平和 自体 は目的

でな く,こ れは 日常生活のなかにあ る普遍 的な るもので

ある。

3・ 理想人間世界 ここで言 う理想 とは,信 仰性に基

く合理的権威 性か らくるもので,そ こには勇気 ・希望 ・

理 想 ・信念 ・確信 とい うような信 仰性の ものがあ り,他

方宗教 的清緒 が加 わ って個人の完 成についての確信世界

が築 かれて,理 想 を追求 しよ うとす る人間世界ができあ

が る。 ここか らは人格尊重 とい う教 育 目標が生 まれるで

あろ う。

4・ 合理世界 人間本質 の要素である合 理性か ら導 び

かれ るもので合理 精神に満 ちた世 界をい う。合 理精神 と

は物事 はみ な道理 に従 ってい るこ とを認 め,そ の道理 を

明 らか にし,ま た道理 に従 って物事 を判断 処理す る心 を

い うの であるが,現 代 はあま りにも道理 に合 わぬ行動 が

横行 してい る。合理世界へ の接近過程 は思考性 のなか の

合理性 か ら導入 され,そ れ を実証 主義 に訴 えよ うとす る

過 程か ら合理世界 に到達す る。 この合理世界か ら科学精

神 ・科学方法 な どの 目標が生 まれ て くる。

5・ 人 間性世界 は人間性尊重 の世 界であ り,人 間性

のゆたかな世界で ある。人類愛 に満 ちた世 界である。人

間性 めなかか ら非人間性 的なもの を取 り除 き,寛 容の精

神 を軸 に して 自他投 入主義 をとる ことが人問実存への接

近過程 となる。 ここか らは生命尊重 とい う目標が設定 さ

れ るであろ う。

6・ 社会性世 界 社会性のゆたか な世 界 をい う。非社

会性 的な ものを排除 した ものか ら,社 会 的価 値観 を中核

として共 同意識感 によって社会性世 界が築 かれる。 ここ

か ら高度社会適応や道徳 心 とい う手段 目標が設け られ る

で あろ う。

乳 現代 性世界 現在 を歴史 の上 におい て把 え,現 在

お よび将来 を理想的 な姿にまで持 って行 くた めの個人責

任 感に立脚 した個人の思想行動 の世界で あって,現 代性

が地球は最早や1つ である とい う感 覚や 全人類の幸福

を願 うことが現代人に最 も大切 な ことで あるとい う考え

方が現代 性世界への接近過程 とな る。 ここか らは文化の

創造 とい う目標が考 えられ よう。

8・ 理 想 環 境 世 界 総ての人 々が平和で あ り,幸 福

である ような環境に刻 々改 善を進めて行 くような世 界 を

い う。今 目われわれが最 も要望 するのは平和 と幸福 とで

ある と思われ るが,か かる環境 をつ く りあげ るには,環

境性 のなかの順 応性が働 く。順 応性 には,あ る環境 にそ

のまま順応す る消極的順 応性と,そ の瑣境 を改 善 し,新

た な 環 境 づ く りを行 なってそれ に順応す る積極 的順 応

とがある。 後者に開拓精神 がある。 主 として この開拓精

神 が理 想的環境 をつ くりあげるであろ う。 またここか ら

は素朴 な郷土 愛が発生 し,これが さらに発 展 して愛 国心 ・

世 界愛 な どとい う設定 目標 に移行 してい く。 こ う考 えた

ときに私は愛国心は 目的ではな く手段 の位 置を もつ と考

える。郷土愛 とい う素朴 な手段が愛国心 を拡大 し,世 界

愛 に拡大 され る。 これ らの手段 は理想環境世界 を 目的 と

してい るのである。 目的 と手段 を混同 して はい けない。

以上 のよ うに,私 は 人間 の本性か ら8つ の 教育 目的

を引 き出した が,こ れ らの項 目それぞれ単独において あ

るので な く,1つ の入間のなか に互い に複雑 に関係 し合

って存在す るあ り方が理想的の人間像 に外 ならない。

9・ 各教科 の教育 目的 科学教育には科学教育の 目的

が あ り,美術教育 には美術教育の 目的があ る。しか らば こ

の両教科の 目的は同一であるのか違 うのか,私 は これ を

同一であ るとす る。科学教育も美術教育 もともにそれ を

通 して入間 をつ くるにあるので,私 は この人間をつ くる

所に教育 目的があ ると思 うか ら,各 教科 に よ り目的領 域

に多少の軽重はあ ろうとも,統 合体である所 の人間の人

間づ く りであ る以上,目 的領域 には変 りがない と信 ずる

のであ る。ただ各教科が手段 と して認識 され た今 目,そ

の 目標 は異な って も目的が異 なるはずはない。 だか ら前
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記8つ の 目的に向って各教 科のそれ ぞれ 異なる 目標 が構

造 的に接続す る。かか る構造観は教科の 目標 と目的の系

統性や各教科の重 りや教育方針の明瞭化お よび教育 目的

確立の上 に大 きい役割 をす るこ とと思 う。 また各教科の

目標の再検討 の必要性 も生 まれて くる と思 う。か くて教

育の基底の判然化に科学性が付与 され て くるであろ う。

10・ 理科教育 の目的と目標 前記 論 旨によ り理科教

育の 目的 は全教科の 目的 と共通 にした こ とは前述の通 り

で ある。 人間が総合生活体 である以上,前 記8つ の本

質は互い にか らみ合 って存在す る。従 って大 な り少 な り

総て の教科 はみ なこの8つ の本質へ 向って それ ぞれ に

目的 を持 ってい る。 とす るならば各教科 の人づ くりのた

め の人 間のなかへの位 置は,そ の本質 の線 上に位 置す る

こ とを明 らかにするこ とができる。つ ま り各教 科 とも例

外 な く人間の本 質の上 に 教 育 目的が 位 置するのである。

理科教 育 も例 外ではない。 しか し理 科教 育においては改

めそ論 ずる ように,内 皮においては感 覚性 と思考性 に重

点 がおかれ,外 皮面 では人 間性 と環境性 に教 材がゆたか

である。特に人間性 に属する生命の尊重 とい う目標 の如

きはその独壇場 と言 って も差 支えなかろ う。 これ らは 目

標において 明らかにすべ きであ る。 しか し現行理科教育

の 目標そ の他 をみ るに,理 科教育において信仰性 ・感 情

性 ・社会性 ・歴史性 の各 人間の本 質に対 する 目的観に盲

点を発見す る。理 科教 育のなかに これ らに対 する 目的観

が不用 とい う人は最早 少な くなってきた と思 う。科学者

が科学に責任 を感 ず るよ うにな らざるを得ない現代科学

において,こ れ らの本 質 を度外視 した理科教育は危険で

さえあ り得 る。

理科教育の 目標 と目的 との関係については研究 を新た

にす る考 えであ るが,本 稿においてはそれ を明 らか にす

る余裕 を持た ない。5図 に おいて,人 間の8つ の本質

か ら選び出 された要素が,人 間への接近過程 を通 って 目

的要素 に到着 し,そ こか ら各教科への 目標が成立す る前

後関係 を表示 した。参照 されたい。

人間本質から把えた現代的理想的人間像
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5図 人間本質と教育目的との関連

円筒形の展開図

多欝 倉辮 钁緲欝 籀繧 鯊鋤
間像 は教 育 目的 と一致す るこ とが 望 ま しい ことで あ り,

それ は不可能ではない。

理想 的人間像 を一言に言えば,人 間 らしい人間 と言 う

こ ともで きるが,そ の人間 らしさとは何か とい うと万人

万様 に言え る。 そ こで 私は人間教 育を8つ の領域に構

造化 し前述の過程 を経て次の結論 を出 してみた。

8つ の本質については,それ ぞれ 目的 を持つけれ ども,

それぞれは有機的関係にあるので最 も高次 なものを個人

面 と集団面か ら取 り入れた場合の教育の 目的 を理想的人

間像 とし表現 を単純 にした。

1.郷 土愛 ・世界愛 を基 として 開拓精神 と共 同精神 に

よ り,常 に身 辺を平 和で幸福 な理想的環境 につ くりあげ

る人間。

2.自 他投入の心構えを持 ち,全 人類の幸福 と 平和 を

望 む心,価 値の保 存 と伝達拡 大調 整の過程 を通 して将来

は どうあ るべきかを常に考えて 自己を改善 に つ と め る

人間。

3.人 間におけ る分極作用や価 値の不調和 を 調和的 に

発展 させ よ うとす る人間。

以上 を1つ にまとめた教育 目的は次の よ うになる。

自他投入 ・郷土愛 ・人類愛 ・世界愛 の心 をも とに

して,開 拓 と共同の精神に よって,身 辺か ら全世界

を,現 在か ら将来 を理想的(人 類社会)な ものに作 り

あげよ うとす る心 をもちこれが総 ての行為 の基準 に

な り,そ れが 日常条件反射 的になった人 間。

結 口

私 は人間の本質 を図式化 し,そ の図式の上か ら,理 想
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環境 性が諸 要素 と調 和 して時空的 高次に発展 したものに

教 育の最終的 目的 をお く立 場を とり,人 類 社 会Men-

schlicheGesellschaft(総 ての もゐは 同一家族 の よ うに、

包 み包 まれ る関係 で成 立す る社 会)の 形成 者 とい う 理想

のも とに 日常 身辺 の事柄 を判断処 理する人間 を,現 代的

理想的 人間像 に とり入れ る ことに した。多 くの方の指導

を得た い。
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